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Abstract
In this paper, we examined the children’s growth, and the teacher’s supports through making up a dramatic 
play of 5 year-children in kindergarten. There, the teachers valued the process of forming children’s expres-
sion.
The enhanced relationship between the teacher and the children, influenced on the variety of the children’s 
body expression, strengthened their fellowship, strengthened the brief that they made up the play by them-
selves, and it also changed the conscience of the teacher  against the dramatic play festival. 
Through making up the dramatic play focusing on the process, not the result, it became clear that the chil-




































































































平成 21 年 1 月から 2 月 22 日までの期間，筆者らは S 幼稚園の年長クラスの劇つくりについては保
育室での観察を行った．ばら組の観察時には，保育室に VTR を設置して記録を行った．生活発表会後
に保育者を対象にしたインタビュー調査を行った．
劇つくりの過程は，T 先生とばら組を中心に調査したが，T 先生とばら組の活動は，S 幼稚園におい
て特別な活動ではなく，S 幼稚園の 5 歳児クラス全部がそれぞれに取り組んだ内容であることを考慮し




T 先生へのインタビューは 1 対 3 で行い，その内容は許可を得て録音した．質問項目は，「日常保育
に関するもの」「劇つくりの過程に関するもの」「劇つくりを通して，担任の振り返り」の大きく 3 つに










Table 1.  保育者とクラスのプロフィール
　 T 先生（主任） N 先生
性別／保育歴 女性／ 12 年（S 幼稚園では勤務 7 年目） 女性／ 1 年
クラス名 ばら あじさい













































VTR が残っているばら組については，1 月 21 日から 1 幕のグループと 2 幕のグループそれぞれが，




















Table 2.  S 幼稚園における劇つくりの過程
2008 年 4 月 5 歳児クラスの担任間で「生活発表会の劇の表現を子どもが中心になって作りあげるものにし
たい」という思いを確認する．













2009 年 2 月 4 日 保育室ではなく，ホールの舞台で初めて練習する．5 歳児クラスの先生がそれぞれのクラスの劇を見合う．
2009 年 2 月 22 日 生活発表会 本番．









































































































Fig.  1.   協同的な表現を生む「プロセス重視」
の劇つくり






























7）　藤野友紀・成田美貴・世古由美・宮串尚江（2004）「保育における劇遊び導入の発達的意義 : 北大幼児園 4，5
歳児異年齢混合保育の実践記録をもとに」『北海道大学大学院教育学研究科紀要』93，53-79.


















Fig.  2.   「表現する過程」を大切にした劇つくりを
育てる基盤
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